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・必要な感染対策のもと、活
気のある行事が実施できた
ことはよかった。

・時代の変化に応じた校則改
正を積極的に進めていただ
きたい。

・生徒にじっくり考えさせな
がら答えを引き出そうと粘
り強くかかわる姿勢が良
かった。
・成年年齢引き下げを踏まえ
た消費者教育の充実を図っ
ていただきたい。

Ａ

Ａ

Ａ

・保護者が学校ＨＰを閲覧す
るような工夫、内容の充実
を図っていただきたい。
・ＰＴＡ活動について、負担に
ならない範囲で活動の充実
を図っていただきたい。
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自己評価

令和５年度　　学校評価書　　　（計画段階・実施段階）

福岡県立福岡高等聴覚特別支援学校
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　昨年度も感染症対策を行い
ながらの教育活動を継続し、
九聴研福岡大会を成功させ
た。国立大学に２名進学、大
手自動車関連企業へ就職す
るなど、生徒が希望する進路
実現を果たすことができた。
また生徒は落ち着いた学校
生活を送っており、問題行動
が激減した。学習面では、全
職員によるＩＣＴを活用した授
業や教科等横断的な指導に
取り組んだ。今年度は、魅力
ある学校づくりを行い生徒数
減へ対応するとともに、職員
の専門性向上と人材育成等
を進めることが課題である。

昨年度の成果と課題

学校運営方針

具体的目標

深い学びにつながる学習指導
の推進

・生徒一人一人の長所や可能性を最大限に伸ばす教育活動の実践
・「主体的・対話的で深い学び」の視点による授業改善とカリキュラム・マネジメントの推進
・若年教員及びミドルリーダーの育成、教員の指導力・専門性向上のためのＯＪＴの充実
・校務支援システムやＩＣＴの活用等による業務改善（働き方改革）の推進

具　体　的　方　策

教科間で指導内容の共有ができるような仕組みを作り、教科等横断的な指導への道筋を作る。

音声認識アプリやその他のICT活用の推進を図る。

生徒による授業評価を学期毎に実施し、授業改善へと還元できるようにする。

①生徒による授業評価を授業改善に繋げられるような
取組や学習評価の在り方に関する研修を行う。
②校務支援システムによる成績処理や諸帳簿の作成、保
存、活用へと円滑に移行する。
③校務用パソコンからのネットワーク利用がさらに円滑
にできるようにする。
④読書週間の日程や読書コンクールの在り方について
検討する。

① 新システムによる学校 HP の作成とSNSを活用した
広報活動を行う。
②環境委員を中心とした生徒主導の花作り事業を継続
する。
③学校間交流の内容の見直しを行う。
④PTA 業務内容の見直しとともに、県特P連事務局及
び令和７年度の全ろうP家庭教育を考える部会の準備
を進める。

①生徒会役員の挨拶運動を継続し、主体的な挨拶がで
きるようにする。
②校則の周知を徹底し、校則改正を計画的に進める。
③生徒会活動に関して、行事終了後、事後指導を毎回行
う。
④危機管理意識を高めるために声掛けや動画による啓
発を行う。
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B

B
教科内での観点別評価の検討を推進し、校務支援システムによる成績処理への円滑な移行に努める。

学校関係者評価

次年度の主な課題

部活動加入の促進とともに、他の部活動との合同練習を積極的に行い、部活動の活性化を図る。

歩きスマホの危険性を理解させ、学年と連携した指導や生徒会役員・HR委員会による啓発活動を進める。

SNS上での問題行動を防止するために、講演会の設定や生徒会役員による啓発活動を進める。

生徒自身が健康管理の意識を高めるように、啓発・指導をする。

各部課、学年、部活動と連携し、学校HPの更新を円滑に行う。

校区人権ふれあいコンサートに参加し、地域の方々との交流を図る。

PTA主催の研修会に保護者の意見を反映させ、参加を促す。
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①ＳＣから受けた専門的な助言を生徒へ還元していく。
手指消毒や自分の体調の把握など自己管理につなげ
る。
②作成した食物アレルギーに関するマニュアルの周知を
はかる。
③食育に関する情報提供や啓発の充実を図る。
④生徒の健康管理、環境維持につながる保健委員会、美
化委員会の活動を支援する。

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

学　校　運　営　計　画　（４月）

Ｂ Ａ

具　体　的　目　標

① 生徒の心を育む積極的生徒指導によるＨＲ経営・学年経営を推進する。
② 社会のルールやマナー、危機管理・健康管理能力を身に付けさせる指導を行う。

③ 生徒が主体的に活動する学校行事、生徒会活動、部活動等の指導を推進する。
④ ＳＣ、家庭、寄宿舎等との連携による生徒の心身の健康状態の早期把握と組織的な対応を図る。

校内安全点検を質を高めながら３回実施し、学校での生徒・教職員の事故を防止する。

TPOを意識した服装・行動ができるよう、身だしなみを整えることの意義を考えさせながら指導する。

生徒会役員が主体的・計画的に活動できるよう、事前事後で細かく丁寧なサポートや指導を行う。
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読書週間を年に3回設定したり、読書感想文コンクールを実施したりすることで、読書活動の推進を図る。

花つくり運動の計画・実施に環境委員が主体的に関わる。

蔵書のデータベースを構築し、コンピュータによる蔵書管理を導入し、図書館の整備を進める。

生徒が利用しやすい環境を目指し、図書委員会の活性化を図る。

PTA役員の業務内容を精選し、無理なく活動に参加できる体制作りを行う。

同窓会役員体制を見直し、同窓会役員会議を定期的に行う。

　
　自己評価は

　　　A　：　適切である

　　　B　：　概ね適切である

　　　C　：　やや適切である

　　　D　：　不適切である

学校活性化事業の推進

開かれた学校づくり

PTA、同窓会活動の活性化

規律ある習慣の確立

生徒による主体的な生徒会活
動及び部活動

安全教育の充実

食物アレルギー等の健康に関する注意事項を徹底し、事故を防止する。

給食マナーの啓発や指導を通して、食に関する社会性を涵養する。

保健委員会活動やほけんだよりを通した啓発活動により生徒の食生活に対する意識を高める。

清掃点検や掃除道具の点検を委員会活動として学期ごとに実施するなど、生徒の美化意識の向上につなげる。

年　度　重　点　目　標

学習意欲の向上と基礎学力の定着

豊かな人間性と社会性の向上

望ましい勤労観・職業観の育成と個に応じた
指導・支援の充実

スクールカウンセラーの活用を計画的に進めるなど、こころの健康相談を効果的に実施する。

元気よく心のこもった挨拶・返事ができるための指導や生徒会役員・HR委員会による啓発活動を進める。

公正且つ適正な評価方法の検
討

読書活動の推進

心と体の健康に関する指導・支
援

食に関する指導・支援

美化活動の推進と校内安全の
推進

新学習指導要領に基づく指導や学習評価につながる研修等への参加を推進する。

① 自ら課題を見つけ問題解決に取り組ませる基本を大切にした授業づくりを推進する。
② 基礎・基本を身に付けるために目標と内容を精選するとともに、情報の入手・共有・発信のツールとしてＩＣＴ機器を日常的に
活用する。
③ 深い学びにつながる教科横断的な指導と新学習指導要領に基づく指導と学習評価を計画的に進める。
④ 生徒の実態や進路希望に応じた指導を行う。

① 就労後の姿を描き、卒業までの見通しを持たせる１年次からの進路指導を行う。
② 自己の障がいや学力等の実態を客観的に理解し、困難を克服する方法を考え・実践する自立活動等の指導を推進する。
③ 聴覚障がいや発達障がい等の理解、生徒指導、教科指導、授業づくりに係る職員研修とテーマ研究を行う。
④ 学校生活、行事と関連付けた進路ノートの活用を図る。

評価（３月）

B

専攻科や基礎技能コースの特色ある活動を支援し、地域に発信する。

第１学年で地域の高等学校との学校間交流を実施する。

花つくり運動を通して地域の方々との交流を図り、地域や校内の環境美化に貢献する。
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・特になし

・特になし

・特になし

・特になし

・特になし

・手話による情報保障を進め
るため教員が手話を学ぶ機
会を確保してもらいたい。

・企業や大学等の見学の充
実を図ってほしい。
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Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ
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事務室との連携を図ることにより、光熱費や消耗品費の削減を図る。

日課に沿った生活支援を行い、自主性と社会性の向上を図るため、ユニット会議を週１回は行う。

舎生会規約の改訂と舎生の社会性を育みながら目標を持った舎生会活動を行う。

災害における避難マニュアルを基に訓練を実施し、課題の改善を図り職員及び舎生の意識を高める。

学級担任と養護教諭との連携を取りながら、舎生の健康状態を把握し、適切な対応をしていく。

学校との連携

基本的生活習慣の確立と円滑
な人間関係の支援

危機管理体制の確立

①手帳やカレンダーを有効活用し、配布物や提出物等を
必ず確認・理解させるなど自己管理の力を高める。また
生徒の実態に合った情報保障をする。
②自由課題と必要な内容の課題を組み合わせて実施
し、学習習慣を定着させる。
③文化祭や体育祭での専攻生の役割、専攻科独自の行
事の見直しを行う。ものづくりマイスターを活用する。
④専攻科卒業生を招くなど、働くことについて意識を持
たせる。

専門知識と技術の向上に向け、「ものづくりマイスター派遣事業」を活用する。

デジタルサイネージやホワイトボードを活用し、生徒主体のＨＲの運営を行う。

自立・自律を促すために『自立のためのワークブック』を活用する。

行事に積極的に参加することにより、責任感や成就感を養う。

就業体験を適宜実施し、適性や希望に応じた進路実現を目指す。

進路や資格取得に繋がる、レポート形式の自由課題を毎日実施する。

 ユニット会議を増やし、家庭や学級担任と情報共有しながら、舎生への指導・支援を行う。
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①ユニット制の成果と課題を踏まえ、運営の再検討を行
う。
②光熱費について灯油からガスへの移行を踏まえ、事
務室と連携して生活環境を整える。
③意欲的な活動に向けた舎生会の在り方を検討する。
④災害への備えや避難場所での情報保障、避難方法な
どの情報提供を行い、危機管理意識の向上を図る。

生徒指導

キャリア教育

①希望進路に応じて週末課題を通して、語彙力や文章
力の向上を図るきめ細かな指導を行う。
②TPO に応じたコミュニケーションの意義について考
えさせ学校生活の中で実践できるように指導する。
③障がい認識だけでなく、ビジネスマナーや社会性を育
むための自立活動の実践及び学習形態の検討を行う。
④上級学校で学ぶために必要な資質や働くことの意義
について幅広い視野に立って考えられるような取組を
行う。また、大学進学希望者は早い時期から校外模試の
受験を奨励する。

本
科
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年

本
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学習指導
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学習習慣の確立、
類型に応じた学力の定着

各種検定試験の上位級の取得を目指すために、年間計画に設定させる。

自立研修や企業見学等を通して、働くことの意義を理解させる。

①文章力や計算力などの向上につながる週末課題を課
し、確実な基礎学力の定着、学習習慣の確立を目指す。
②集団生活のマナーやルールなどを、生徒同士が互い
に注意喚起し合える集団づくりを行う。
③模擬試験の事前・事後指導をしたり、面談を行ったり
するなどして進路実現への意識の向上を図る。
④進路を具体的にイメージできる取組や情報提供を行
う。

基本的生活習慣の確立、規範
意識の向上、社会性の確立

進路実現

毎週漢字テストを実施し、個人の得点を昨年より１点以上向上させる。

考査や模試の目標と計画を立てさせ、実施後の復習を徹底させる。

より良い健康管理の方法を確立させ、欠席日数を昨年より半減させる。

手帳を日常的に活用させ、メモを取る習慣を定着させる。

どんな場面でも思いやりとマナーある行動がとれるよう意識させる。

面談を通じて早期に目標を明確化し、達成への継続的な努力を促す。

様々な人の生き方について学ばせ、社会参加への心構えを持たせる。

①学習習慣の定着のため目標設定を丁寧に行わせた
り、学習方法を一緒に確認したりする。また、学習に多く
の時間が割けるよう行事の在り方を検討する。
②マナーを日頃から意識させるために簡単にまとめた
ものを掲示したり、機会を捉えて話したりする。
③進路指導に余裕をもって取り組むため、進路目標は２
年時にある程度決めておく。
④基礎技能コースは保護者と連絡する機会を設け、進
路の方向性を一学期中に決めるようにする。

B

B

B

就業体験での課題の解決に向けて、生徒自身で考えさせるための指導・支援を行う。

様々な人の生き方に触れ、生徒一人ひとりが将来のロールモデル像を確立していく。

自主学習の習慣を身に付けさせ、主体的に学習に取り組ませる。

本
科
１
年

学習習慣の確立
基礎学力の定着

基本的生活習慣の確立
規範意識の育成
社会性の育成

進路意識の育成

B

B

Ａ

Ａ

B

B

B
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資格取得の奨励と校内・校外模試の積極的な受験を促す。

手帳に連絡等を正確に記入させ、内容を確認した上で行動できるように指導する。

「筆談DAY」を定期的に実施し、コミュニケーション力の更なる向上を図る。

担任等による個別面談を実施し、早い段階から進路目標を設定していく。

学年教員全員で進路指導や自立活動の指導に取り組み、指導力の向上を図る。

週１回の漢字テストと週末課題を実施し、基礎学力の定着、学習習慣の確立を目指す。

計画的に学習に取り組めるように、考査毎の目標・計画を立てさせる。

家庭や寄宿舎と連携をとり、健康管理に留意しながら学校生活が送れるように支援する。

課題等の提出期限を守り、忘れ物がないよう、手帳を活用させる。

集団で生活するうえで必要なマナーやルールを理解し、集団の一員として行動できる力を育てる。

専門性向上のための校内研修
の充実と情報提供

進路に関する情報をこまめに提供し、面談を週に１回実施する。

事後指導では今後の目標を明確に持てるよう学年会で共通理解を図り個々の生徒に応じた指導を行う。 

B

評価項目以外のものに関する意見

・学校運営全般に、職員の努力が感じられる。
・いずれの項目も適切な評価、次年度の課題が設定
されていると思う。今後の生徒の成長を期待する。

　・共生社会を形成する「当事者としての意識」を醸成するため、学校教育研究の活性化に努め、授業改善を一層進める。

相互授業参観、研究授業・通常授業を積極的に参観し合い、授業改善できるように授業アンケートを実施する。

　・手話言語条例の理念に基づき、生徒・職員が手話を学ぶ機会の確保と充実に取り組む。

自己評価及び学校関係者評価を踏まえた今後の改善策

　・自分に自信と誇りを持ち、卒業後の生活を具体的にイメージして進路実現に取り組むためのキャリア教育の改善・充実に取り組む。
　・生徒一人一人に寄り添い、安全・安心な学校生活が送れるよう生徒指導体制の改善に取り組む。

進路指導の充実
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B

①進路ノートの内容を振り返る機会を設けるなど活用
の一層の充実に取り組む。
②就業体験日誌やサポートカードの保管方法の工夫を
行う。
③外部模試の予習・復習に自主的に取り組むための工
夫を行う。
④卒業学年は個々の進路に応じた指導ができるよう早
めの準備を学年と連係して行う。

課題を次の目標に反映させるなど一貫性のある目標設定・振り返りを行えるよう学年と連携する。

 サポートカード作成を通して、自分の聞こえの状況や必要な支援を理解できるよう自立活動と連携した指導を行う。

①外部専門家のコンサルテーションの結果を当該学年
だけなく学校全体で共有できるよう工夫する。
②実践交流会で取り組んだ「思考ツール」「キャリア教育
の基盤となる能力」などの情報共有、相互授業参観によ
る効果的な指導に向けての取組を行う。
③大学生支援に関する業務全般において課内全員で取
り組むようにする。

実態把握のための諸検査の結果を活用し、生徒の特性に応じた効果的な指導を促す。

教科等横断的な指導の取組の実践事例を随時紹介する。

 進路選択の参考にするため本科１・２年時から生徒が希望する進路先を調べる学習を学年と連携して行う。

卒業学年は、主体的に試験の準備を行えるよう進路ノートを基に学年と共通理解を図り見通しを持たせた指導を行う。

本科１･２年生は、自主的に外部模試の予習・復習に取り組めるよう進路指導室の資料を活用させる。

外部専門家を活用し、その指導内容・助言内容の情報を研修会や学年会等を活用して共有する。

就業体験の充実

望ましい勤労観・職業観、社会
人基礎力の育成

各学期・行事の目標や評価を進路ノートに記入し振り返りを行うよう学年会でその都度連絡する。

学んだことを日常生活で意識して取り組めるようＨＲや学年集会での声掛けや掲示等の啓発を行う。 

前年度の就業体験の課題解決に自主的に取り組むよう声掛けや掲示を学年と連携して行う。

本校生徒・保護者及び外部の
聴覚障がい生徒の支援

学校教育研究の推進と教育課程実践交流
会に向けての協働活動の推進

模試等の終了後の復習の徹底、担任による面談を通して課題と今後の目標を明確にさせる。

進路に対する意識を高めるために、企業・大学見学や就業体験に主体的に取り組ませる。

週末課題をさらに発展させることで、学習習慣の確立と文章力の向上を図る。

考査の振り返りを徹底させ、自分の学力を客観的に可視化できるように指導する。

B

B

B

研究授業協議会等での成果を随時、情報共有できるようにする。

外部の研修会や研修図書の紹介を効果的に行う。

関係機関と連携して充実した聴覚障がい学生支援セミナーを実施する。

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｂ

基礎学力の定着

基本的生活習慣の確立

進路意識の育成


